
― 畑中幸司新会長大会にて承認される ―

大阪府本部新会長　畑中　幸司

開会の挨拶　重副会長

　

令
和
元
年
７
月
７
日(

日)

午
後
１
時
よ
り
、
シ
テ
ィ
プ

ラ
ザ
大
阪
に
於
い
て
「
自
由
同
和
会
大
阪
府
本
部
第
34
回
大

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

重
副
会
長
の
開
会
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
主
催
者
を
代
表
し
て

畑
中
副
会
長
の
挨
拶
で
「
ま
ず
は
、
病
気
療
養
中
の
阪
本
会

長
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
度
、
会
長
職
を
辞
任
さ
れ
ま
し

た
こ
と
を
、
皆
様
に
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

永
年
、同
和
問
題
に
誠
心
誠
意
運
動
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
、

阪
本
会
長
に
感
謝
の
意
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
恐
縮

で
は
あ
り
ま
す
が
、
副
会
長
と
し
て
、
主
催
者
挨
拶
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

令
和
に
な
り
初
め
て
の
大
阪
府
本
部
大
会
で
あ
り
ま
す
、

皆
様
と
と
も
に
意
義
あ
る
大
会
と
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
28
年
の
「
部
落
差
別
の
解
消
法
」
の
施
行
を

は
じ
め
、
行
政
に
よ
る
啓
発
及
び
様
々
な
人
権
施
策
、
ま
た

我
々
の
積
極
的
な
運
動
の
成
果
に
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
が

解
消
さ
れ
、
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
が
構
築
さ
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
同
和
対
策
事
業
の
再
行
な
ど
、
法
の
間

違
っ
た
解
釈
に
よ
る
条
例
の
制
定
等
は
断
固
と
し
て
阻
止
し

て
い
く
べ
き
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
部
落
差
別
解
消
推
進
法
」
や
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
並
び
に
「
ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法
」
は
、
理
念
法
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
救
済
に
関
す
る
表

記
が
な
く
、
人
権
侵
害
に
係
る
被
害
者
を
救
済
で
き
る
「
人
権
委
員
会
」
の
設

置
を
柱
と
す
る
、
新
た
な
「
人
権
擁
護
法
案
」
の
成
立
を
要
請
し
て
い
く
こ
と

が
急
務
で
あ
り
、
今
年
度
に
お
け
る
活
動
の
最
重
要
項
目
と
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
挨
拶
で
は
、自
由
民
主
党
岡
下
昌
平
衆
議
院
議
員
・
神
谷
昇
衆
議
院
議
員
・

大
隈
和
英
衆
議
院
議
員
・
大
阪
府
知
事
（
荒
木
浩
蔵
人
権
局
人
権
擁
護
課
長
代

読
）・
大
阪
市
長
（
山
本
功
人
市
民
局
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
室
長
）・
堺
市
長
（
光

齋
か
お
り
市
民
局
長
代
読
）・
中
央
本
部
を
代
表
し
て
、
川
上
高
幸
会
長
以
上
の

方
々
よ
り
ご
祝
辞
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
元
朝
日
新
聞
論
説
委
員
の
臼
井
敏
男
さ
ん
よ
り
、「
部
落
差
別
を
超

え
て
〜
取
材
ノ
ー
ト
か
ら
」
と
題
し
て
講
演
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
議
事
に
移
り
す
べ
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
、
畑
中
幸
司
新
会
長
が

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
村
副
会
長
の
閉
会
の
挨
拶
で
、
第
34
回
大
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

来
賓
出
席
者

自
由
民
主
党

衆
議
院
議
員

衆
議
院
議
員

衆
議
院
議
員

衆
議
院
議
員

衆
議
院
議
員

衆
議
院
議
員

衆
議
院
議
員

衆
議
院
議
員

参
議
院
議
員

（
代
理
）

（
代
理
）

（
代
理
）

（
代
理
）

（
代
理
）

（
代
理
）

岡
下　

昌
平

神

谷　

昇

大
隈　

和
英

左

藤　

章

長

尾　

敬

谷
川　

と
む

大
西　

宏
幸

佐
藤
ゆ
か
り

大
田　

房
江

自
由
同
和
会

中
央
本
部

東
京
都
本
部

中
央
本
部

京
都
府
本
部

中
央
本
部

神
奈
川
県
本
部

大
分
県
本
部

奈
良
県
本
部

滋
賀
県
本
部

兵
庫
県
本
部

宮
崎
県
本
部

千
葉
県
本
部

佐
賀
県
本
部

和
歌
山
県
本
部

兵
庫
県
本
部

　
川
上
高
幸

上
田
藤
兵
衛

平
河
秀
樹

天
野
二
三
男

木
村　

健
次

江
藤　

貴
之

竹
田　

由
徳

山
崎　

晃
平

川
畑　

拓
哉

和
田　

英
輝

山
本　

健
勝

北
橋　

雅
也

大
井　

孝
司

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

祝　電
自
由
民
主
党

（
国
会
関
係
）

副
総
理　

財
務
大
臣

大
阪
府
支
部
連
合
会
会
長

環
境
部
会
長

衆
議
院
議
員

衆
議
院
議
員

衆
議
院
議
員

衆
議
院
議
員

衆
議
院
議
員

衆
議
院
議
員

衆
議
院
議
員

衆
議
院
議
員

衆
議
院
議
員

衆
議
院
議
員

参
議
院
議
員

参
議
院
議
員

参
議
院
議
員

（
大
阪
府
議
会
）

無
所
属
・
大
阪
府
議
会
議
員
団
幹
事
長

（
大
阪
市
議
会
）

市
民
ク
ラ
ブ
大
阪
市
会
議
員
団
一
同

（
自
由
同
和
会
）

中
央
本
部
副
会
長

京
都
府
本
部
会
長

和
歌
山
県
本
部
会
長

奈
良
県
本
部
会
長

愛
知
県
本
部
会
長

千
葉
県
本
部
会
長

福
岡
県
本
部
会
長

宮
崎
県
本
部
会
長

　
麻
生
太
郎

と
か
し
き
な
お
み

左
藤　

  　

章

原
田
憲
治

大
隈
和
英

大
塚
和
英

谷
川
と
む

大
西
宏
幸

神
谷　

  　

昇

長
尾　

  　

敬

岡
下
昌
平

柳
本
卓
治

松
川
る
い

太
田
房
江

杉
本
太
平

　
上
田
藤
兵
衛

谷
口
清
次

江
藤
貴
之

堺

一

木

村　
　

仁

上
田
信
輝

他
役
員
一
同

長
友
一
馬

会

長

会

長

副

会

長

会

長

事
務
局
長

会

長

会

長

会

長

会

長

会

長

副

会

長

副

会

長

事
務
局
長

事
務
局
長

顧

問

自由民主党　衆議院議員　岡下昌平

自由民主党　衆議院議員　神谷　昇

自由民主党　衆議院議員　大隈和英

中央本部会長　川上　高幸

自由同和会大阪府本部 第34回大会開催される

１.自由な論議の場を！

２.行政の主体性の確立

３.エセ同和行為の排除

運動スローガン和

（1）2019年（令和元年）7月25日（毎月25日発行） 1987年（昭和62年）9月5日第3種郵便物認可自 由 同 和 大 阪 版

ホームページ http://jiyudowa-osaka.org/

大
阪
版

No.3 8 9　　　　
2019年（令和元年）7月25日発行
■発行所

自由同和会大阪府本部事務局

堺市堺区宿屋町西1丁1番22号 三徳ビル3F

電話（072）224-1111

■発行人　畑中幸司



―
 

自
由
同
和
会
大
阪
府
本
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第
34
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大
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行
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自
由
同
和
会
大
阪
府
本
部
第
34
回
大
会
の
ご
盛
会
を
、
心
か
ら
お
祝
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

自
由
同
和
会
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら
大
阪
府
政
の
推

進
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
貴
本
部
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
同
和
問
題
は
も
と
よ
り
、
様
々
な

人
権
問
題
の
解
決
に
向
け
、
積
極
的
な
取
組
み
を
展
開
さ
れ
て
お
り
、
深
く

敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

さ
て
、
人
権
を
取
り
巻
く
課
題
は
、
女
性
、
子
ど
も
、
高
齢
者
、
障
が
い

者
な
ど
に
関
す
る
課
題
に
加
え
、
近
年
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
悪

質
な
差
別
事
象
や
、
在
日
外
国
人
に
対
す
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
、
性
的
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
の
人
権
問
題
な
ど
、
一
層
複
雑
化
・
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
間
、
国
に
お
い
て
は
、「
部
落
差
別
解
消
推
進
法
」、「
障
害
者

差
別
解
消
法
」
及
び
「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法
」
が
施
行
さ
れ
る
な
ど
、

人
権
課
題
の
解
決
に
向
け
た
法
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
う
い
っ
た
な
か
、
大
阪
府
に
お
き
ま
し
て
は
、
同
和
問
題
の
解
決
を
府

大
阪
府
知
事

政
の
重
要
課
題
と
位
置
づ
け
、
人
権
相
談
体
制
の
充
実
や
人
権
意
識
を
高
め

る
た
め
の
教
育
・
啓
発
な
ど
に
取
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
さ
ら
に
、
大

阪
で
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る「
２
０
２
５
年
日
本
国
際
博
覧
会
」を
見
据
え
、

国
際
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
環
境
を
整
備
し
て
い
く
た
め
、
本
年
２
月
、
ヘ
イ

ト
ス
ピ
ー
チ
や
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
方
々
に
対
す
る
差
別
の
解
消
に
向
け

た
取
組
み
に
つ
い
て
、
大
阪
府
人
権
施
策
推
進
審
議
会
に
諮
問
し
、
今
般
答

申
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
、
こ
の
答
申
を
踏
ま
え
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
や
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

の
方
々
に
対
す
る
差
別
の
解
消
な
ど
、
国
連
が
掲
げ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可
能

な
開
発
目
標
）
に
示
さ
れ
た
世
界
の
課
題
解
決
に
資
す
る
取
組
み
を
す
す
め
、

誰
も
が
い
き
い
き
と
健
康
に
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
自
由
同
和
会
大
阪
府
本
部
の
更
な
る
ご
発
展
と
、
本
日
お
集
ま

り
の
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
祈
念
し
、
挨
拶
と
し
ま
す
。

　

本
日
、
自
由
同
和
会
大
阪
府
本
部
第
34
回
大
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
こ
と
を
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
皆
様
方
に
は
、
平
素
か
ら
人
権
行
政
を
は
じ
め
、
大
阪
市
政
の
推

進
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
ま
た
、
同

和
問
題
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
解
消
と
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
の
解

決
に
向
け
て
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
こ
と
に
対
し
、
深
く
敬
意

を
表
し
ま
す
。

　

近
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
無
責
任
な
他
人
へ
の
誹
謗
中
傷
や
部
落

差
別
を
助
長
・
誘
発
す
る
よ
う
な
書
き
込
み
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の
問
題
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課
題
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
状
況
に
あ
り
、
人
権
が
尊
重

さ
れ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
組
み
は
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
、
国
に
お
い
て
は
、「
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」

を
は
じ
め
、
人
権
に
関
す
る
法
律
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
大

阪
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、「
大
阪
市
人
権
行
政
推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、
市

民
の
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
国

大

阪

市

長

や
大
阪
府
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
部
落
差
別
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

権
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
取
組
み
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
大
阪
市
で
は
、
子
育
て
・
教
育
環
境
の
充
実
や
暮
ら
し
を
守
る
福

祉
の
向
上
を
進
め
る
ほ
か
、
大
規
模
災
害
の
発
生
に
備
え
て
、
防
災
力
の
強

化
を
図
る
な
ど
、
将
来
に
わ
た
っ
て
豊
か
な
大
阪
の
実
現
を
め
ざ
し
て
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

大
阪
・
関
西
で
の
開
催
が
決
定
し
た
２
０
２
５
年
万
国
博
覧
会
で
は
、「
い

の
ち
輝
く
未
来
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
誰
も
が
豊
か
に
暮

ら
せ
る
社
会
、
持
続
可
能
な
開
発
目
標
が
達
成
さ
れ
る
社
会
の
実
現
を
め
ざ

し
て
取
組
み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
大
会
が
実
り
多
い
も
の
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
期
待
申
し
あ
げ

ま
す
と
と
も
に
、
自
由
同
和
会
大
阪
府
本
部
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
、
皆

様
方
の
ご
健
勝
、
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
し
て
、
ご
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

永　

藤　

英　

機

　

本
日
は
、
自
由
同
和
会
大
阪
府
本
部 

第
34
回
大
会
の
ご
盛
会
を
心
か
ら
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

 　

貴
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
素
か
ら
本
市
の
人
権
施
策
を
は
じ

め
、
市
政
の
各
般
に
わ
た
り
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す

こ
と
に
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
撤
廃
と
、
人
権
意

識
の
確
立
に
、
長
年
に
わ
た
り
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
こ
と
に
、
深
く
敬

意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

 　

国
際
社
会
で
は
、
国
連
が
掲
げ
る
持
続
可
能
な
発
展
の
た
め
の
17
の
目
標
、

い
わ
ゆ
る
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、「
不
平
等
の
是
正
」
や
「
平

和
な
社
会
づ
く
り
」
に
向
け
た
努
力
が
重
ね
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
国
内
に
お

い
て
も
、「
部
落
差
別
解
消
法
」
や
「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法
」
な
ど
、様
々

な
法
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

人
権
を
取
り
巻
く
状
況
は
、匿
名
性
や
拡
散
性
を
悪
用
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
悪
質
な
差
別
や
各
種
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
課
題
は
残
さ
れ
て
は
お

り
ま
す
が
、
本
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、「
人
権
擁
護
都
市
宣
言
」
や
「
平
和

堺

市

長

と
人
権
を
尊
重
す
る
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
な
ど
に
基
づ
き
、
部
落
差
別
を
は

じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
解
消
に
向
け
、
施
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
昨
年
６
月
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
と
し
て
の
責

任
を
果
た
す
べ
く
、
今
後
も
、
大
阪
府
、
大
阪
市
を
は
じ
め
近
隣
市
町
村
と

連
携
し
な
が
ら
、
国
際
基
準
で
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
多
様
性
と
包
摂
性
の

あ
る
社
会
を
め
ざ
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
日
に
は
、
念
願
で
あ
っ
た
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
の
世
界
遺
産
登
録
が

実
現
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
契
機
と
し
て
国
内
外
か
ら
堺
に
注
目
が
集
ま

る
中
、
民
間
の
活
力
を
も
生
か
し
つ
つ
、
本
市
の
魅
力
を
広
く
発
信
し
、
堺

の
成
長
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
併
せ

て
、
誰
も
が
そ
の
成
長
を
実
感
し
、
希
望
に
満
ち
た
毎
日
を
送
れ
る
よ
う
努

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
か
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
お

力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 　

結
び
に
あ
た
り
ま
し
て
、
自
由
同
和
会
大
阪
府
本
部
の
ま
す
ま
す
の
ご
発

展
と
、
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
活
躍
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
お

祝
い
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

阪
本　

正
臣

井
上　

一
利

北
野　

一
雄

池
谷
幸
一
郎

味
谷　

公
子

服
部　

倫
知

山
田　

剛
史

笹
井
麻
里
子

山
本　

和
憲

田
中　

宏
樹

小
中　

吉
樹

松
倉　

慎
一

大
濱　

浩
二

中
尾　

恵
子

和
田　

直
人

村
田　

詠
一

馬
場　

智
代

古
家　

直
博

岩
田　

圭
介

山
本　

浩
司

米
田　

正
径

中
筋
美
枝

池
西　

昌
夫

大
阪
府

大
阪
市

堺
市

岸
和
田
市

池
田
市

吹
田
市

泉
大
津
市

高
槻
市

貝
塚
市

守
口
市

枚
方
市

茨
木
市

八
尾
市

泉
佐
野
市

富
田
林
市

寝
屋
川
市

河
内
長
野
市

松
原
市

大
東
市

和
泉
市

柏
原
市

羽
曳
野
市

門
真
市

摂
津
市

高
石
市

藤
井
寺
市

東
大
阪
市

泉
南
市

四
條
畷
市

交
野
市

大
阪
狭
山
市

熊
取
町

田
尻
町

岬
町

阪
南
市

太
子
町

河
南
町

千
早
赤
阪
村

府
民
文
化
部
人
権
局
人
権
擁
護
課
長

市
民
局
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
室
長

市
民
人
権
局
長

市
民
人
権
局
人
権
部
長

市
民
人
権
局
人
権
部
参
事

市
民
人
権
局
人
権
部
人
権
企
画
調
整
課
長

市
民
人
権
局
人
権
部
人
権
企
画
調
整
課
参
事

市
民
人
権
局
人
権
部
推
進
課
長

教
育
委
員
会
事
務
局　

人
権
教
育
課
長

市
民
環
境
部
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課
長

市
民
生
活
部
人
権
・
文
化
国
際
課
主
事

人
権
平
和
室
長

総
合
政
策
部
人
権
暮
ら
し
の
相
談
課
長
補
佐

市
民
生
活
部
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課
長
代
理

都
市
政
策
部
人
権
政
策
課
長

市
民
生
活
部
人
権
室
課
長
代
理

市
長
公
室
人
権
政
策
室
課
長

市
民
文
化
部
人
権
・
男
女
共
生
課
主
幹

人
権
文
化
ふ
れ
あ
い
部
人
権
政
策
課
長

市
民
協
働
部
人
権
推
進
課
長

市
民
人
権
部
人
権
政
策
課
長

人
・
ふ
れ
あ
い
部
人
権
文
化
課
長

総
合
政
策
部
人
権
推
進
課
長

市
民
協
働
部
人
権
交
流
室
長

市
民
生
活
部
人
権
室
・
人
権
政
策
監

総
務
部
人
権
・
男
女
参
画
室
人
権
国
際
担
当
課
長

市
民
部
人
権
推
進
課
長

市
民
人
権
部
長

市
民
生
活
部
人
権
女
性
政
策
課
長

市
長
公
室
長

総
務
部
人
権
推
進
課
長

市
民
生
活
部
協
働
人
権
課
主
幹

人
権
文
化
部
人
権
室
人
権
同
和
調
整
課
長

総
合
政
策
部
人
権
推
進
課
長

市
民
生
活
部
人
権
・
市
民
相
談
課
長

人
権
と
暮
ら
し
の
相
談
課
長

市
民
生
活
部
市
民
相
談
・
人
権
啓
発
グ
ル
ー
プ
課
長

総
務
部
人
権
・
女
性
活
躍
推
進
課
長

総
務
部
企
画
人
権
課
長

総
務
部
人
権
推
進
課
長

総
務
部
人
権
推
進
課
長

総
務
部
住
民
人
権
課
長

住
民
部
人
権
男
女
共
同
社
会
室
長

住
民
課
長

府
民
文
化
部
人
権
局
人
権
擁
護
課
擁
護
・

調
整
グ
ル
ー
プ
課
長
補
佐

市
民
局
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
室
人
権
企
画
課

共
生
社
会
づ
く
り
支
援
担
当
課
長

府
民
文
化
部
人
権
局
人
権
擁
護
課
擁
護
・

調
整
グ
ル
ー
プ
主
査

大
阪
府 祝

辞

※

前
号
の「
自
由
同
和
会
第
34
回
全
国
大
会
」祝
電
に
お
い
て
、「
東
大
阪
市
長　

野
田
義
和
」が
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

（1）2019年（令和元年）7月25日（毎月25日発行） 1987年（昭和62年）9月5日第3種郵便物認可自 由 同 和 大 阪 版


